
一
、
地
区
の
概
要

今
回
報
告
す
る
地
区
は
、
石
川
県
白

山
市
下
吉
谷
町
地
内
の
一
級
河
川
大
日
川

に
沿
っ
た
地
域
に
位
置
し
、
受
益
面
積

５
２
・
１
ha
、
地
形
勾
配
は
１
／
40
～

１
／
２
５
０
（
主
傾
斜
１
／
60
）
で
あ
る
。

農
地
の
大
区
画
化
を
進
め
る
際
に
は
、

複
数
の
筆
を
ま
と
め
て
１
つ
の
耕
区
に
す

る
た
め
、
大
規
模
な
切
り
盛
り
作
業
が

発
生
す
る
。
本
地
区
は
薄
い
表
土
と
礫
混

じ
り
の
基
盤
土
が
厚
く
分
布
し
て
お
り
、

切
盛
部
の
大
分
部
を
占
め
る
砂
礫
層
は

砂
質
土
の
ほ
か
に
約
50
㎜
小
口
径
か
ら
約

１
０
０
０
㎜
を
超
え
る
大
口
径
の
石
礫
で

構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
掘
り
緩
め
ら
れ

た
石
礫
混
じ
り
土
を
使
っ
て
盛
土
作
業
を

行
う
際
に
は
、
空
隙
を
作
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
、
土
の
圧
密
に
ば
ら
つ
き
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
施
工
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。

二
、
施
工
計
画

工
事
箇
所
の
現
況
平
均
区
画
は
20
ａ

（
写
真
１
）、
整
備
後
の
区
画
は
30
ａ
～

80
ａ
で
あ
る
。
圃
区
内
の
高
低
差
は
最

大
２
・
０
ｍ
で
あ
り
、
平
均
表
土
厚
は

１
９
０
㎜
、
基
盤
土
の
土
質
は
礫
質
土
で

あ
る
（
写
真
２
）。

今
回
採
用
し
た
工
法
は
、
県
内
の
ほ

場
整
備
工
事
で
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い

る
同
一
耕
区
内
で
の
基
盤
切
盛
に
加
え
、

大
口
径
の
石
礫
混
じ
り
土
を
想
定
し
、
基

盤
切
盛
の
仕
上
げ
面
と
表
土
の
間
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
層
を
設
け
る
方
法
で
あ
る
（
図

１
）。これ

は
、
石
礫
混
じ
り
の
凹
凸
の
大
き

い
基
盤
仕
上
げ
面
に
粒
径
の
比
較
的
小
さ

い
土
砂
で
敷
均
す
こ
と
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

な
ど
転
圧
作
業
の
施
工
基
面
を
整
え
、
十

分
な
締
固
め
効
果
を
発
現
さ
せ
、
土
中

の
空
隙
や
基
盤
面
の
不
同
沈
下
の
抑
制
を

図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
表
土
は
、
は

ぎ
取
り
戻
し
工
法
を
採
用
し
て
い
る
。

三
、
施
工
方
法

（
一
）
使
用
機
械

使
用
機
械
に
つ
い
て
は
、
基
盤
土
の
掘

削
作
業
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
０
・
７
㎥
級
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
21
ｔ
級
、
小
運
搬
作
業
を
ク

ロ
ー
ラ
特
装
運
搬
車
10
ｔ
級
、
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
10
ｔ
級
、
巻
き
出
し
作
業
を
バ
ッ

ク
ホ
ウ
０
・
７
㎥
、
敷
均
し
転
圧
作
業
を

写真1　現況のほ場の状況

図1　今回採用した工法の模式図

写真2　基盤土の状況

吉
よし

田
だ

敬
けい

祐
すけ

石川農林総合事務所
主任技師

大口径の石礫が混在する
地盤条件における
ほ場整備工事
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ブ
ル
ド
ー
ザ
35
ｔ
級
、
21
ｔ
級
を
使
用
し

た
。（二

）
施
工
手
順

施
工
手
順
は
、
作
業
フ
ロ
ー
（
図
２
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
表
土
は
ぎ

事
前
に
確
認
し
た
各
田
で
の
表
土
厚

測
定
結
果
を
も
と
に
、
石
礫
が
出
て
く
る

ギ
リ
ギ
リ
の
高
さ
ま
で
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
現

況
田
の
表
土
は
ぎ
取
り
を
実
施
す
る
。

②�

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
（
基
盤
仕
上
げ
材
）
の

採
取

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
採
取
は
、
表
土
直
下

の
比
較
的
石
礫
の
混
入
が
少
な
い
層
を
対

象
に
は
ぎ
取
り
を
実
施
し
、
表
土
と
分

け
て
集
積
す
る
（
写
真
３
）。
ク
ッ
シ
ョ

ン
材
と
し
て
使
用
で
き
る
土
層
は
、
採

取
場
所
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
た

め
、
厚
く
採
取
可
能
な
と
こ
ろ
は
、
厚
め

に
採
取
し
十
分
な
量
を
確
保
す
る
。
な

お
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
最
大
粒
径
は
ま
き

だ
し
厚
を
考
慮
し
、
１
０
０
㎜
程
度
と
し

て
い
る
。

③
基
盤
切
削
～
基
盤
盛
土

特
装
運
搬
車
を
中
心
に
基
盤
の
高
い

箇
所
か
ら
低
い
箇
所
に
土
砂
の
分
配
を

行
い
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
り
、
計
画
高
の

▲
２
５
０
㎜
（
表
土
１
５
０
㎜
＋
ク
ッ
シ
ョ

ン
材
１
０
０
㎜
）
を
目
安
に
基
盤
盛
土
及

び
荒
仕
上
げ
を
行
う
。
盛
土
の
一
層
当
た

り
の
ま
き
出
し
厚
は
３
０
０
㎜
程
度
で
あ

る
。な

お
、
切
土
時
に
発
生
し
た
大
口
径
の

石
礫
（
５
０
０
㎜
以
上
）
は
盛
土
箇
所
全

体
に
均
一
に
な
る
よ
う
に
つ
ぼ
堀
を
し
て

基
盤
面
よ
り
３
０
０
㎜
以
上
の
深
さ
に
埋

設
し
、
比
較
的
粒
度
の
細
か
い
土
砂
で
埋

戻
す
（
写
真
４
）。

④
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
に
よ
る
基
盤
整
地

基
盤
の
荒
仕
上
げ
後
は
表
面
に
石
礫

が
露
出
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
た
め
、
表

面
仕
上
げ
材
と
し
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
ブ

ル
ド
ー
ザ
で
１
０
０
㎜
程
度
敷
き
均
し
、

転
圧
を
行
う
。
な
お
、
転
圧
作
業
は
、

降
雨
後
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
が
飽
和
状
態
に

な
っ
た
時
点
で
行
う
こ
と
で
、
水
締
効
果

に
よ
り
土
中
の
空
隙
充
填
を
図
る
。

⑤
表
土
戻
し

盛
土
箇
所
に
つ
い
て
は
、
圧
密
に
よ
る

不
同
沈
下
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

２
か
月
程
度
の
期
間
を
空
け
て
表
土
戻
し

を
行
う
。

四
、
ま
と
め
・
今
後
の
課
題

基
盤
土
に
大
口
径
の
石
礫
が
混
在
す

る
地
盤
条
件
の
下
で
、
ほ
場
整
備
工
事
を

実
施
す
る
際
に
土
中
の
空
隙
や
不
同
沈
下

を
抑
制
す
る
方
法
と
し
て
、
今
回
、
表
土

と
基
盤
土
の
間
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
層
を
設
け

る
方
法
を
採
用
し
た
。

令
和
３
年
４
月
上
旬
か
ら
工
事
着
手

し
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
に
よ
る
仕
上
げ
を
同

年
８
月
上
旬
に
完
了
し
、
そ
の
後
、
10
月

上
旬
に
表
土
整
地
を
完
了
し
た
（
写
真

５
）。
現
在
の
と
こ
ろ
、
不
同
沈
下
の
兆

候
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
来
春
、
整
備
後

の
農
地
で
水
稲
を
始
め
と
す
る
本
格
的
な

営
農
が
開
始
さ
れ
た
際
に
、
石
礫
の
表
土

混
入
、
不
同
沈
下
、
漏
水
と
い
っ
た
支
障

が
現
れ
な
い
か
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
今
回
の
工
法
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

材
の
採
取
・
集
積
、
基
盤
盛
土
の
荒
仕
上

げ
後
の
ま
き
出
し
等
、
通
常
の
工
程
に
比

べ
、
時
間
と
労
力
が
多
く
費
や
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
工
法
と
し
て
の
品
質
確
保
が

図
ら
れ
た
場
合
に
、
作
業
工
程
の
効
率
化

が
図
ら
れ
な
い
か
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

（
２
０
２
３
年
５
月
受
稿
）

写真4　石礫の埋設状況

写真5　工事完了

写真3　クッション材の集積状況（手前の山がクッション材で奥の山が表土）

図2　作業フロー
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